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からだの健康はお口から。検診で歯を守りましょう

歯周疾患検診を新たに始めます

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

ピックアップニュース

P 6 平成27年度十日町市成人式・
きものまつり

P 8市の融資制度紹介
P10まちなかにぎわい通信⑬

P 1  歯周疾患検診のお知らせ
P 2美輪明宏さん講演会
P 3  人権教育・啓発推進計画の策定
P 4藻谷浩介さん講演会

▲▲

　対象者には６月上旬に受診券を郵送します

ので、確認して受診してください。

●期間＝６月８日㈪〜12月31日㈭ 

●検診回数＝１回

会歯周疾患検診協力歯科医院（市内）

〆締め切り 申申し込み ＦＦＡＸ問問い合わせ他その他講講師

内内容休休館日日日時 定定員会会場 対対象者 ￥料金 持持ち物

P20ちびっこひろば
P21子ども情報のひろば

お知らせガイド P11～22

P22各種相談・休日救急医

対今年度に40・50・60・70歳に達する市民

　歯周病は自覚症状が現れにくく、自覚症状が

出たときには、歯の喪失を防ぐことが難しくな

ります。できるだけ早期に発見し、予防対策を

とることが重要です。右記のような症状があっ

たら、かかりつけ歯科医に相談してください。

■歯茎が腫れる

■口臭がある

■歯茎が赤くなる

■口の中がネバネバする

■歯がグラグラする

■冷たい飲み物が歯にしみる

■歯を磨いたときに出血する

■食べ物が歯の隙間に挟まる

まずは自分で歯の健康をチェック

市では、かかりつけ歯科医を持ち、１年に１回歯科健診を受けることを勧めています。（健康増進計画「健康とおかまち21」）

年齢 生　年　月　日

40歳 昭和50年４月２日〜昭和51年４月１日

50歳 昭和40年４月２日〜昭和41年４月１日

60歳 昭和30年４月２日〜昭和31年４月１日

70歳 昭和20年４月２日〜昭和21年４月１日

　
歯
周
病
は
、
歯

肉
に
腫
れ
や
出
血

が
起
こ
り
、
歯
肉

が
痩
せ
、
歯
が
動

い
た
り
抜
け
た
り
す
る
生
活
習
慣

病
で
す
。
歯
垢
や
歯
石
が
原
因

で
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
成
人
の
約
８
割

が
歯
周
病
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
の
喪
失

は
40
歳
代
を
境
に
急
増
し
て
い

ま
す
。

今
年
か
ら
新
た
に
歯
周
疾
患
検

診
を
始
め
ま
す
�
こ
れ
は
�
む
し

歯
や
歯
周
病
︵
歯
周
疾
患
︶
を
早

期
に
発
見
し
て
適
切
な
指
導
・
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
歯
の
喪
失
を

予
防
し
�
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で

食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
�
大
切
な

歯
を
守
る
た
め
に
�
歯
と
口
の
健

康
を
総
合
的
に
調
べ
る
歯
周
疾
患

検
診
を
受
け
ま
し
�
う
�

どのくらい
かかって
いるの

歯周病
（歯周疾患）

とは

今年の歯周疾患検診

無料

６
月
４
日
�
10
日
は
�

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
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美
輪
明
宏
講
演
会

それぞれの
人権への
取組み内容

人権を考え、人にやさしいまちをつくりましょう

十日町市人権教育・啓発推進計画が策定されました

● ● ● ● ●問合せ：市民生活課市民年金係☎757-3116

市
で
は
�
平
成
27
年
3
月
に
﹁
十
日
町

市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
﹂
を
策
定

し
ま
し
た
�
同
計
画
を
広
く
深
く
知
�
て

も
ら
う
た
め
に
�
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

人
権
に
関
わ
る
問
題
を
特
別
な
こ
と
と

し
な
い
で
、
一
人
ひ
と
り
が
基
本
的
人
権

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、「
人
間
と

し
て
の
尊
厳
に
基
づ
き
、
自
分
は
も
と
よ

り
、
他
人
の
人
権
を
も
大
切
に
し
、
お
互

い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
こ
と
を
身

に
つ
け
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
、

ひ
い
て
は
、
人
権
尊
重
と
い
う
恒
久
的
な

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
」
を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

●障がいのある人へ

　　研修などを通して障がいのある人への知識

と理解を広めながら、日々の暮らしや活動の

中での「市民の心配りの実践」の取組みを進

めていきます。

●高齢者へ

　　高齢者の権利を保持し、高齢者一人ひとり

の人権と権利を確保する取組みを進めていき

ます。

●子どもへ

　　子どもの最善の利益が実現される社会を

目指すとの考えを基本に、家庭、地域、保育

園・幼稚園、学校、事業者、行政・関係機関

などが連携し、人権尊重の取組みを進めてい

きます。

●女性へ

　　男女共同参画の視点を生かしながら、具体

的な課題の解決に向けた取組みを進めていき

ます。

●同和問題へ

　　同和問題への正しい理解と認識を深め、関

基
本
理
念

係機関や関係団体などと連携・協力し、人権

教育・啓発の取組みを進めていきます。

●外国から来た人へ

　　互いの文化や習慣などを理解する機会づく

り、日本語能力の向上支援などを進めます。

●ＨＩＶ感染者や感染症患者へ

　　ＨＩＶ感染の予防を考え、感染者との共存

について理解する教育や啓発の取組みを進め

ていきます。

●ハンセン病元患者へ

　　ハンセン病元患者などの人権を尊重する視

点に立ち、あらゆる場において、人権教育・

啓発の取組みを進めていきます。

●インターネット上の人権へ

　　学校においては、情報モラル教育を学ぶ機

会を提供する取組みを進めていきます。個人

の名誉やプライバシーに関する正しい理解と

適正な利用および、人権侵害を受けないよう

な対応策や、侵害を受けたときの対応方法を

啓発する取組みを進めていきます。

●その他の人権へ

　　さまざまな人権を尊重する視点に立ち、関

係行政機関や民間団体などと連携しながら、

家庭、地域、学校、職場などのあらゆる場に

おいて、人権教育・啓発の取組みを進めてい

きます。

日
８
月
２
日
㈰
開
演

：

午
後
３
時

～
５
時
ご
ろ
※
開
場
２
時

会
市
民
会
館

対
中
学
生
以
上

定
５
２
８
人
（
全
席
指
定
）
※
応

募
多
数
の
と
き
は
市
内
在
住
の

人
を
優
先
し
て
抽
選
。ま
た
は
、

プ
ロ
ジ
�
ク
タ
ー
に
よ
る
ラ
イ

ブ
中
継
室
60
人
（
公
民
館
内
）

の
入
場
券
を
送
付

〆
６
月
22
日
㈪
必
着
※
入
場
券
発

送
は
７
月
中
旬
ご
ろ

他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
の
転
売
を
目
的
と
し

た
申
し
込
み
は
、
固
く
お
断
り

し
ま
す

申
郵
便
往
復
は
が
き
に
次
の
こ

と
を
明
記
し
て
〒
９
４
８
―

０
０
２
２ 

十
日
町
市
辰
甲

７
３
０
―
１
、生
涯
学
習
課「
美

　今年は被爆・終戦70周年。この節目を機に、平和と核兵器廃絶を考えてみませんか。※手話通訳あり

1
9
3
5
年
長
崎
県
出
身
。
小
学
校
の

頃
か
ら
声
楽
を
習
い
、
16
歳
で
プ
ロ
の
歌

手
と
し
て
活
動
を
始
め
る
。
銀
座
の
シ
�

ン
ソ
ン
喫
茶
「
銀
巴
里
」
を
拠
点
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
シ
�
ン
ソ
ン
・
タ
ン
ゴ
・
ラ
テ

ン
・
ジ
�
ズ
を
歌
っ
て
注
目
を
集
め
る
。

1
9
5
7
年
、「
メ
ケ
メ
ケ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
元
祖
と
し
て
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ

の
唄
」
な
ど
多
数
の
作
品
を
手
が
け
る
一

方
で
、
俳
優
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
。

撮影・御堂義乘

美
輪
明
宏
さ
ん
プ
ロ
フ
�
�
ル
︵
歌
手
・
俳
優
・
演
出
家
︶

輪
明
宏
講
演
会
」
係
ま
で
。
※

１
人
１
通
限
り
。
記
入
不
備
の

は
が
き
は
無
効
。
消
せ
る
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
使
用
不
可
。

【
往
信
用
裏
面
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号

※
介
助
が
必
要
な
人
は
付
添
人

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

保
育
ル
ー
ム
希
望
者
は
子
ど
も

の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入

【
返
信
用
表
面
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

舞
台
・
映
画
・
テ
レ
ビ
・
講
演
・
著
作
と

多
方
面
で
活
躍
。﹃
紫
の
履
歴
書
（
水
書

房
）﹄﹃
人
生
ノ
ー
ト
（
パ
ル
コ
出
版
）﹄﹃
花

言
葉
（
パ
ル
コ
出
版
）﹄
ほ
か
著
書
も
多
数
。

近
年
で
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
も

の
の
け
姫
」「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
で
声

の
出
演
。
2
0
1
4
年
4
月
か
ら
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」
の

語
り
を
担
当
。
波
乱
万
丈
な
体
験
か
ら
く

る
、
人
生
を
語
る
言
葉
は
、
多
く
の
人
を

勇
気
づ
け
て
い
る
。

生きやすい生き方 ～戦争と平和、愛のメッセージ～

被爆・終戦70周年 市制施行10周年記念事業　

● ● ● ● ●問合せ：原水爆禁止十日町市協議会（生涯学習課内）☎757-8918

　計画を進めるた

め、皆さんの協力

をお願いします。
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自
然
の
力
が
里
山
の
力
で
あ
り
�

十
日
町
市
の
力

里山のチカラを生かして若者を呼び込もう

市制10周年記念事業 藻谷浩介さん講演会

● ● ● ● ●問合せ：松代支所地域振興課☎597-2220

市報とおかまち　平成27年５月25日号

十
日
町
市
は
、
年
少
人
口
の
減

少
が
は
げ
し
い
地
域
で
す
。
子
ど

も
が
い
な
く
な
る
と
将
来
の
納
税

者
も
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高

齢
者
は
し
ば
ら
く
増
え
ま
す
が
、

や
が
て
減
っ
て
い
き
ま
す
。
東
京

で
も
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
て
、

巨
大
な
老
人
ホ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
活
性
化
と
い
う
の
は
生
産

年
齢
人
口
や
年
少
人
口
が
減
ら
な

い
こ
と
で
す
。
交
通
が
便
利
に
な

り
、
工
場
を
誘
致
し
て
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
時
代
は
す
で
に
過
去

の
話
で
す
。

日
本
は
、
中
東
諸
国
に
対
し
て

貿
易
赤
字
で
す
。
そ
の
要
因
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
買
い
取
り
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ス
を
減
ら

す
こ
と
が
国
際
競
争
に
勝
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。十
日
町
市
は
、

宮
中
ダ
ム
か
ら
の
水
力
発
電
で
首

都
圏
の
Ｊ
Ｒ
路
線
を
動
か
し
て
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て

い
る
と
い
う
点
で
は
、
国
際
競
争

に
役
立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

里
山
資
本
主
義
と
は
、
電
気
と

ガ
ス
で
は
な
く
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
。

十
日
町
市
は
、
木
材
を
燃
や
し
た

熱
で
公
共
施
設
の
屋
根
融
雪
を
す

る
な
ど
、
日
本
の
先
端
を
行
っ
て

い
ま
す
。
食
べ
物
も
同
様
に
、
そ

ば
や
お
酒
、
菜
種
油
を
作
っ
て
い

る
人
は
、
パ
ス
タ
・
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
・
ワ
イ
ン
の
消
費
を
減
ら
す

べ
く
、
世
界
を
相
手
に
戦
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

十
日
町
市
は
、
大
地
の
芸
術
祭

や
若
者
受
け
入
れ
、
子
育
て
支
援

な
ど
先
進
的
な
取
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
お
金
が

地
元
で
循
環
す
る
地
域
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
特
に
若
者
に
お
金

が
行
き
渡
る
と
、
そ
の
効
果
が
大

き
い
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
だ
す
こ

と
、
食
料
に
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
、
そ
し
て
、
若
者
が
楽
し
く

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
地
域
が
生

き
残
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
食

料
も
自
給
で
き
る
十
日
町
市
は
、

十
分
そ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

第
１
部
：
講
演
会

第
１
部
：
講
演
会

　
人
口
減
少
の
デ
�
タ
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
�
経

済
面
で
の
国
際
競
争
�
経
済
の
地
域
循
環
の
効
果

を
解
説
�
若
者
の
受
け
入
れ
の
重
要
性
を
具
体
的

に
語
り
ま
し
た
�
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藻谷 浩介さん

　昭和39年、山口県生まれ。
　㈱日本総合研究所調査部
主席研究員。平成合併前
3,200市町村の全て、海外
59か国をほぼ私費で訪問
し、地域特性を多面的に把
握。平成12年ころより、地
域振興や人口成熟問題に関
し精力的に研究・著作・講
演をしている。

人
口
が
減
ら
な
い
こ
と
が
地
域

活
性
化

十
日
町
市
は
�
日
本
の
国
際
競

争
に
役
に
立
�
て
い
る

若
者
が
減
る
こ
と
な
く
�
楽
し

く
過
ご
せ
る
地
域
が
生
き
残
る

　﹁
里
山
の
チ
カ
ラ
﹂
と
題
し
た
�
十
日
町
市
の

新
た
な
魅
力
と
価
値
を
見
出
す
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
�﹁
里
山
資
本
主
義
﹂
著
者
の
藻
谷
浩

介
さ
ん
の
講
演
会
�
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人

た
ち
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
�
ス
カ
�
シ
�
ン
で
�

未
来
の
十
日
町
市
の
新
た
な
あ
り
方
が
見
え
て

き
ま
し
た
�

　
指
出 

一
正
さ
ん

月
刊
ソ
ト
コ
ト
編
集
長
�
上
智
大
学

法
学
部
国
際
関
係
法
学
科
卒
業
�
雑
誌

﹃O
u
td

o
o
r

﹄
編
集
部
�﹃R

o
d
 a

nd
 R

e
e
l

﹄

編
集
長
を
経
て
�
現
職
�

　
若
井 

明
夫
さ
ん

農
家
民
宿
４
軒
を
管
理
し
て
い
る
ほ

か
�
ど
ぶ
ろ
く
・
味
噌
・
納
豆
・
甘
酒
・
ジ
�

ム
な
ど
を
製
造
販
売
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
越
後
妻
有

里
山
協
働
機
構
理
事
長

　
宮
原 

大
樹
さ
ん

十
日
町
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
松
代
へ
移
住
�
夫
婦
と
も
に
神
奈
川
県

出
身
で
�
い
わ
ゆ
る
Ⅰ
タ
�
ン
組
�
自
給

的
生
活
を
目
指
し
て
い
る
� 

　
池
田 

史
子
さ
ん

松
代
に
﹁
山
ノ
家
﹂︵
カ
フ
�
と
宿
屋
︶

を
開
業
�
東
京
に
も
拠
点
が
あ
り
�
複
数

の
場
所
で
�
同
じ
重
さ
の
生
活
と
仕
事
を

持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
﹁
ダ
ブ
ル
ロ
�
カ

ル
﹂
を
実
践
中
�

　
十
日
町
市
長
　
関
口 

芳
史

第
２
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
月
刊
ソ
ト
コ
ト
﹂
編
集
長
の
指
出
一
正
さ
ん
を
フ
�
シ
リ
テ
�
タ
�

︵
進
行
役
︶
に
�
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
３
人
と
藻
谷
さ
ん
�
市
長
の

６
人
に
よ
り
�
市
が
持
つ
﹁
里
山
の
チ
カ
ラ
﹂
に
つ
い
て
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
�

「
ソ
ト
コ
ト
」
の
読
者
層
は
40

代
が
主
流
で
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
３
・
11
以
降
、
20

代
・
30
代
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
若
者
が
自
分
の
住
み
た
い

場
所
を
都
会
で
は
な
い
と
こ
ろ
に

探
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
元
論
的
に
語
ら
れ
が
ち
だ
っ

た
地
方
と
都
会
で
す
が
、
そ
の
両

方
の
良
さ
を
併
せ
持
っ
た
自
治
体

が
現
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
も

そ
の
一
つ
。
モ
ダ
ン
と
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
な
感
じ
を
持
っ
て
い
て
、

都
会
で
そ
れ
を
持
ち
得
な
い
生
活

を
続
け
て
い
る
若
者
に
と
っ
て
魅

力
的
に
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

地
元
の
強
み
は
自
給
自
足
が
で

き
る
こ
と
。
都
会
の
人
は
、
主
流

里
山
の
チ
カ
ラ
は
、
人
が
作
り

出
す
よ
り
は
、
田
ん
ぼ
・
雪
・
風

と
い
っ
た
自
然
環
境
が
作
っ
て
く

れ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

自
分
に
と
っ
て
は
長
年
地
元
で
暮

ら
し
て
き
た
人
た
ち
に
大
き
な
チ

カ
ラ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
み
て
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
の
は
、
ヨ
ソ
モ
ノ
た
ち
の

個
性
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
懐
の
深
さ
。
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
親
切
に
応

援
し
て
く
だ
さ
る
け
れ
ど
も
、
干

渉
は
し
な
い
。
そ
の
温
か
い
包
容

力
が
十
日
町
市
の
里
山
の
チ
カ
ラ

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

20
代
の
若
者
は
自
分
の
手
で
で

き
る
こ
と
を
す
ご
く
楽
し
み
ま

す
。
20
代
、
更
に
若
い
人
た
ち

は
、
昔
の
都
会
の
よ
う
に
、
今
の

時
代
は
地
方
に
出
て
行
く
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
地
方
に
可
能
性
が

あ
る
か
ら
。
そ
う
い
っ
た
若
者
を

受
け
入
れ
る
体
制
が
あ
る
十
日
町

市
は
も
の
す
ご
く
強
み
を
持
っ
て

い
ま
す
。

地
方
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
若

者
に
、
空
き
家
を
生
か
し
て
ほ
し

い
で
す
。

市
の
里
山
に
は
、
自
然
の
力
で

人
を
引
き
付
け
、
癒
す
力
が
あ
り

ま
す
。
一
度
訪
れ
れ
ば
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
る
大
地
の
力
が
あ
り

ま
す
。

市
民
は
、
大
地
の
芸
術
祭
で
よ

そ
者
を
受
け
入
れ
る
苦
労
と
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
受
け
入

れ
に
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で

は
移
住
定
住
の
係
を
新
設
し
、
空

き
家
も
含
め
た
情
報
提
供
を
積
極

的
に
し
て
い
き
ま
す
。

に
見
ら
れ
て
い
な
い
山
間
部
の
農

業
の
視
点
を
変
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

山
間
部
の
農
業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
正
面
か
ら
勝
負
し
た
ら
太

刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
都
会
と
の

つ
な
が
り
で
農
業
を
生
か
す
こ
と

を
考
え
、
空
き
家
を
貸
し
た
り
市

民
農
園
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

昔
の
人
の
よ
う
に
み
そ
や
納
豆
、

ど
ぶ
ろ
く
も
作
っ
て
い
ま
す
が
、

農
業
の
力
で
こ
れ
ら
を
自
給
す

る
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

若
者
は
都
会
以
外
に
自
分
の

居
場
所
を
探
し
て
い
る

移
住
者
は
�
山
間
部
の
農
業

の
視
点
を
変
え
て
く
れ
る

市
民
の
温
か
い
包
容
力
が
�

里
山
の
力

里
山
の
力
を
生
か
し
て
積
極
的

に
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
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成人式・きものまつりで街が華やぎました

平成27年度十日町市成人式・きものまつり

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-8918・観光交流課☎757-3100

新
成
人
代
表
の
言
葉

髙
橋 

爽
香
さ
ん
（
天
水
島
出
身
）

登
坂 

新
之
介
さ
ん
（
中
島
町
出
身
）

５
月
３
日
︵
憲
法
記
念
日
︶�

成
人
式
と
き
も
の
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
�

本
年
度
の
新
成
人
︵
平
成
６
年

４
月
２
日
�
平
成
７
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
︶
は
５
７
３
人
�
華

や
か
な
振
袖
や
ス
�
ツ
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
�
懐

か
し
い
友
人
た
ち
の
再
会
を
喜
び

な
が
ら
�
記
念
写
真
や
会
話
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
�
式
典
で
は
�

代
表
の
登
坂
新
之
介
さ
ん
・
高
橋

爽
香
さ
ん
が
�
新
成
人
の
抱
負
を

発
表
し
た
ほ
か
�
当
市
出
身
の
シ

ン
ガ
�
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
�
西
野
佑

美
さ
ん
が
歌
を
披
露
し
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
�
ま
た
�
昨
年
度

に
引
き
続
き
�
市
内
の
障
が
い
者

就
労
支
援
事
業
所
で
作
ら
れ
た
記

念
品
が
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
�

き
も
の
ま
つ
り
で
は
�
歩
行
者

天
国
と
な
�
た
商
店
街
を
会
場
に

﹁
ス
ト
リ
�
ト
き
も
の
シ
�
�
﹂

や
新
成
人
も
参
加
し
て
の
﹁
き
も

の
パ
レ
�
ド
﹂
な
ど
�
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
�
訪
れ
た

人
は
着
物
に
彩
ら
れ
た
華
や
か
な

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
�

私
は
現
在
、
建
築
士
に
な
る
た

め
学
業
に
勤い
そ

し
み
、
就
職
活
動
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
忙
し
く
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
、
一
級
建
築
士
に

な
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
建
築
の
仕
事

に
携
わ
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
進
む

道
は
違
い
ま
す
が
、
今
ま
で
支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
は
同
じ
で
す
。
そ
し
て
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
が
ん

ば
っ
て
い
く
こ
と
が
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
人
た
ち
へ
の
恩
返
し
と

な
り
、
最
高
の
親
孝
行
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
こ
れ
か
ら
い

く
つ
も
の
困
難
に
遭
遇
し
、
立
ち

私
は
こ
の
４
月
か
ら
、
新
社
会
人
と
し
て
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
に
は
、
き
っ
と
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
り
、挫
折
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
困
難
に
負
け
ず
、
仲
間
と
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
自
分
の
決
め
た
道
を
し
っ
か
り
歩

ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
一
歩
ず
つ
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

人
情
あ
ふ
れ
る
、
こ
の
十
日
町
市
に
産
ま
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
、人
の
こ
と
も
気
遣
え
る
よ
う
な
、

思
い
や
り
の
あ
る
大
人
を
目
指
し
て
、
自
覚
と
責

任
を
持
ち
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
今
日
ま
で
た
く
さ
ん
の
愛
情
で
支
え

て
く
れ
た
家
族
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し

て
、
新
成
人
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

止
ま
り
、
挫
折
す
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
こ
の
日
本
一
の
豪
雪
地
帯

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
で
、
日
本

一
の
忍
耐
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

四
季
折
々
の
自
然
か
ら
は
日
本
一

の
感
受
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
本
一
温
か
い

地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
支
援
を
受

け
、
世
界
一
の
家
族
か
ら
の
愛
情

に
育
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
十
日
町

で
育
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
困
難
を

き
っ
と
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
人
に
対
し
、
常
に
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
、
笑
顔
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
謳お

う

か歌
し

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
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有利な融資制度をご利用ください

市の融資制度紹介

● ● ● ● ●問合せ：表内の取り扱い金融機関または担当課まで

※貸し付け利率は、年度途中で変更することがあります
※変動型金利は、取り扱い金融機関の短期プライムレートに準じた率です

資　金　名 資金使途 貸　し　付　け　対　象

事
業
所
な
ど
商
売
に
関
連
す
る
も
の

企 業 設 置 資 金 企業設置資金
　市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受け
た企業。※設備投資額・新規雇用人数などの要件あり

新 規 創 業 支 援 資 金 運転・設備
　市内で創業する具体的な計画を有する個人・企業（創
業後５年を経過していないもの）。※市税などを完納し
ていること

新 事 業 ・ 新 技 術 等
開 発 支 援 資 金

運転・設備
　同一事業を６か月以上営み、市内で「新事業等開発」
事業を行う中小企業（企業グループや組合など含む）。
※市税などを完納していること

中 小 企 業 振 興 資 金 運転・設備

　市内に工場または店舗などを有し、かつ同一事業を６
か月以上営む中小企業者（製造業・建設業・運輸通信業・
卸売業・サービス業・小売業など）。※市税などを完納
していること

地 方 産 業 育 成 資 金 運転・設備

　市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年
以上営む中小企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・
小売業・飲食業・運輸通信業・サービス業など）。※市
税などを完納していること

小売商業等近代化資金
店舗新築・増築・
改築・改装・設備

　市内に住所および店舗を有し、引き続き同一事業を１
年以上営む小売業またはサービス業を営む人。※市税な
どを完納していること

経済景気対策特別資金 運　　転

　市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営
む中小企業者で、不況の影響により直近３か月の売り上
げ（生産）高などが前年または前々年の同期と比較して
５%以上減少し、経営に支障をきたしている個人・法人。
※市税などを完納していること

住
宅
な
ど
建
物
に
関
す
る
も
の

排 水 設 備 等 設 置 資 金
排水設備などの

設置

　処理地区内の建築物所有者または占有者で排水設備な
どの設置工事をする者。※下水道受益者負担金・市税な
どを完納していること

克 雪 住 宅 づ く り 資 金
融雪式・耐雪式・

落雪式住宅の新築・
改築・改良

　貸付金の償還が取り扱い金融機関の定める条件に適合
する個人・法人（従業員30人未満）。※市税などを完納
していること

そ
の
他

地域集会施設建設資金
地域集会施設

新改築・購入・
土地購入

　集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購
入、または集会施設の用に供する土地を購入する者。

貸し付け限度額 貸し付け利率（※） 期　間 取り扱い金融機関 担当課

１億5,000万円
（市長特認２億円）

信用保証付 1.50%
信用保証無 1.80%

11年以内
（据置１年含）

第四・北越・大光銀行、
県信用組合、上越信
用金庫、十日町農協

産業政策課
☎757-3139

2,000万円

　固定型金利
信用保証付 2.00%
信用保証無 2.50%

　変動型金利

運転資金

５年以内

設備資金

７年以内

（据置１年含）

2,000万円

　固定型金利
信用保証付 2.10%
信用保証無 2.60%

　変動型金利

10年以内
（据置１年含）

1,000万円

　固定型金利
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45%

　変動型金利

７年以内
（据置６か月含）

1,000万円

責任共有制度対象外
信用保証付   1.70％
責任共有制度対象
信用保証付   1.90％
信用保証無   2.20％

運転資金

５年以内

設備資金

７年以内

（据置６か月含）

3,000万円

　固定型金利
信用保証付 1.95%
信用保証無 2.45% 

　変動型金利 

10年以内
（据置１年含）

2,000万円

　固定型金利
信用保証付 1.80%
信用保証無 2.30%

　変動型金利 

７年以内
（据置２年含）

100万円 2.20% ５年以内 第四・北越・大光銀行、
県信用組合、上越信
用金庫、十日町農協、
労働金庫

上下水道局事務係
☎757-6531

融雪式・耐雪式 600万円
2.00% 15年以内

都市計画課建築住宅係
☎757-9935

落雪式　　　 400万円

総事業費から、自己資
金・補助金・寄附金な
どを差し引いた額

2.40% 10年以内
第四・北越・大光銀行、
県信用組合、上越信
用金庫、十日町農協

企画政策課協働推進係
☎757-3693

(　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　)

　企業立地や創業を支援する各種制

度の概要をまとめた冊子「創」を発

行しています。産業政策課での配布

のほか、市ホームページにも掲載し

ていますのでご活用ください。
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「とおかまちなか花と緑のプロジェクト」が始まります

まちなかにぎわい通信⑬

● ● ● ● ●問合せ：中心市街地活性化推進室☎757-3691

※NPO法人にぎわいは、「日本一楽
しい街をつくろう！」を合言葉に、

「まちなかを元気にしたい」とい
う思いを持った人たちが集まった
グループで、市の中心市街地整備
推進機構として指定されています

このコーナーはNPO法人にぎわいがお伝えします

特定非営利活動法人にぎわい

☎761-7230

電子メール：info@nigiwai.biz

今年で２回目

キャンバスガーデンコンテスト　

　キャンバスにみたてた１枚のラティスを花と緑で飾った作

品が展示され、鑑賞者の投票で各賞が決まります。期間限定

のすてきな作品に会いに「まちなか」へお出かけください。

●作品展示期間＝６月20日㈯〜７月12日㈰

●投票期間＝６月20日㈯正午〜７月４日㈯正午

　※花まるシェで投票した人には先着で花苗プレゼント

●展示会場＝本町２丁目広場・智泉寺観音ひろば・十日町駅

　　　　　　東口公園・十日町産業文化発信館いこて

￥
５
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）、

中
学
生
以
下
無
料（
入
館
料
別
）

内
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
・
糸
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・

涙
そ
う
そ
う
　
ほ
か

●
出
演
＝
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ

カ
リ
ー
ナ
）、
阿
部
国
男
さ
ん

（
ベ
ー
ス
）、水
落
哉
子
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

田
毎
の
月　

観
月
会

日
６
月
３
日
㈬
午
後
６
時
（
月
の

出
７
時
17
分
頃
）・
４
日
㈭
午

後
７
時（
月
の
出
８
時
12
分
頃
）

●
受
付
場
所
＝
三
ツ
山
地
区
（
田

毎
の
月
看
板
前
）

他
山
道
を
10
分
程
度
歩
き
ま
す
の

で
、
歩
き
や
す
い
履
物
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

問
飛
渡
公
民
館
（
☎
７
５
９
―
２

０
３
２
）

市
書
道
協
会　

書
作
展

日
６
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時
※
最
終
日
は
３

時
ま
で

会
博
物
館

問
書
作
展
事
務
局
・
金
沢
（
☎
７

５
２
―
４
２
２
１
）

ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校

学
校
見
学
会

　
開
校
３
年
目
を
迎
え
た
学
校
の

様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
６
月
６
日
㈯
午
前
９
時
15
分
～

11
時
50
分

内
学
校
説
明
、
学
習
参
観
・
施
設

見
学

会
・
問
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校

（
☎
７
５
２
―
７
４
７
１
）

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト,₁₅

日
６
月
６
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～

※
開
場
６
時
～

会
市
民
会
館

森
の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｓシ

ン

グ

Ｉ
Ｎ
Ｇ 

歌
う 

～
心
の
歌
～

日
５
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
※
大

雨
の
と
き
は
中
止

日時／テーマ
６日㈯ 午前10時～正午／ブナの森のようちえん

（無料）
６日㈯ 午後１時30分～４時／トンボ調査（無料）
７日㈰ 午後１時～３時／田植え（入館料のみ）
13日㈯ 午後１時30分～４時／花ごよみ調査（無料）
14日㈰・21日㈰ 午後１時～２時30分／里山の生き
物探険定20人
20日㈯ 午後１時～３時／ハナバチ調査（無料）
27日㈯ 午前４時30分～７時30分／探鳥会（無料）
27日㈯ 午後１時30分～３時30分／ブナの森ジュニ
ア研究室（無料）
27日㈯ 午後７時30分～８時30分／ホタル観察会

（参加費のみ）
28日㈰ 午後１時～３時／田の草取り（入館料のみ）

●入館料＝500円、小・中・高生300円
　※市内小・中学生は無料
●参加費＝500円、小・中・高生300円
●集合場所・問キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者同伴

 「森の学校」キョロロ
６月の里山体験プログラム

　Ａ４・Ａ５ランクの黒毛和牛とおいしい地元

産夏野菜でＢ
バーベキュー

ＢＱ。チーム対抗ゲーム大会でサ

プライズも。爽やかな自然の中で夏を満喫しよ

う。

日７月18日㈰午前10時30分〜午後３時30分頃

会重地大池交流観察広場

対30〜45歳までの独身男女

￥男性4,000円　女性3,000円

定男女各12人

※応募多数のときは抽選。男性は事前説明会（７

月５日㈰10時〜正午、情報館）に参加でき

る人を優先

他アルコール提供あり、十日町駅発着の無料送

迎バスあり

〆６月30日㈫午後５時※結果は後日郵送

とおかまちハッピー婚シェルジュ　ハピコン♥Ｂ
バーベキュー

ＢＱパーティー！

申・問氏名・ふりがな・性別・生年月日・当日

使用したいニックネーム・住所・携帯電話番

号・メールアドレス・職種・当日利用する交

通手段・男性は事前説明会への参加の有無を

FAXまたはメール（kikakuai718@yahoo.

co.jp）で、イベント企画アイ（☎090-3534-

7987、Ｆ025-333-0253）※電話対応時間：

午後７時〜 10時

http://nigiwai.biz

日６月20日㈯午前11時～午後３時

会十日町産業文化発信館いこて（本町５）

内農産物・花の販売、飲食ブース、ステージイベ

ント（ダンスや歌のパフォーマンス）

オープニングイベント「花まるシェ」

　NHK趣味の園芸講師でもある
富山さんが「花まるシェ」に登場。
ガーデニングについての豊富な知
識と巧みな話術で楽しい時間を演
出します。

トミーこと

富山昌克さんトーク会

　中心市街地に新たなにぎわいを創出する団体・

グループ活動を助成金で応援します。

●助成額＝助成対象経費の総額の２分の１または

10万円

●公募受付期間＝６月１日㈪〜19日㈮

●１次審査＝書類審査

●最終審査＝応募者によるプレゼンテーション

（６月27日㈯）

※詳細はホームページから入手するか、事務局へ

問い合わせてください

ニュース
1

ニュース
２十日町産業文化発信館いこて 「まちなか元気応援助成金」募集開始

カフェ＆酒バー

　・ランチ　　午前11時〜午後２時

　・カフェ　　午後２時〜５時

　・ディナー　午後５時〜８時

コミュニティスペース

　友人との集まり、会議、セミナー、

パーティなどで利用可能。

￥１時間1,500円

1 階

2 階

▲助成金交付団体による合同活
動報告会

▶昨年度助成金交付事業「雪玉
で中心市街地活性化」

http://www.hachaikote.com 検索

6月14日
㈰

オープン

イニシエ アラタ
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催
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￥
７
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）、

学
生
５
０
０
円
（
当
日
６
０
０

円
）
※
小
学
生
以
下
無
料

内
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
南
太
平
洋
」

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
特
集
ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所
＝
イ
ト

ー
楽
器
・
中
央
公
民
館

問
保
坂
（
☎
０
９
０
―
８
８
７
６

―
８
７
１
１
）

新
潟
県
人
権
講
演
会

外
国
人
へ
の
理
解
に
向
け
て

～
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
ら
考
え
る
～

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重

の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
の
講

演
会
で
す
。

日
６
月
９
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
※
開
場
１
時

会
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
（
新
潟
市
）

定
先
着
２
５
０
人

講
吹
浦
忠
正
さ
ん
（
ユ
ー
ラ
シ
ア

21
研
究
所
理
事
長
）

申
・
問
県
人
権
啓
発
室
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
１
８
１
）

第
₂₄
回 

十
日
町
市
芸
協
展

　
特
別
展
「
高
橋
和
義
展
」
同
時

開
催
。

日
６
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

８
時
、
14
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
８
時
、
15
日
㈪
・
16
日
㈫
午

前
９
時
～
午
後
５
時

会
市
民
体
育
館

￥
無
料

内
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・
現
代

美
術
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真

問
若
月
（
☎
０
９
０

｜

７
４
２
８

｜

０
５
５
８
）

十
日
町
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
5
回
ふ
れ
あ
い
作
品
展

日
６
月
14
日
㈰
～
21
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
5
時

会
情
報
館

問
十
日
町
市
身
体
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
７

｜

９
４

３
８
）

犬
・
猫
の
飼
い
方
教
室

　
身
近
な
動
物
で
す
が
、
意
外
と

知
ら
な
い
こ
と
は
多
い
も
の
。
少

し
の
勉
強
で
、
犬
や
猫
と
の
暮
ら

し
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。

【
猫
の
飼
い
方
教
室
・
悩
み
相
談
】

日
６
月
14
日
㈰
・
７
月
12
日
㈰
・

８
月
９
日
㈰
午
後
1
時
～
3
時

【
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
】

日
６
月
21
日
㈰
・
７
月
19
日
㈰
午

後
1
時
～
3
時

〈
共
通
〉

￥
無
料

定
先
着
40
人

会
・
申
・
問
新
潟
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（
長
岡
市
・
☎
０
２
５

８
―
21
―
５
５
０
１
）

第
６
回
近
代
名
作
読
書
講
座

今
読
み
た
い
、
ま
た
読
み

た
い
日
本
の
名
作

　
近
代
日
本
の
名
作
を
読
み
返

し
、
魅
力
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

日
６
月
17
日
㈬
午
後
７
時
30
分
～

８
時
45
分

対
中
学
生
以
上

定
先
着
30
人

内
暗
夜
行
路
（
志
賀
直
哉
作
）

講
庭
野
三
省
さ
ん
（
市
教
育
委
員

長
）

会
・
申
・
問
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１

０
０
、Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

ク
ロ
ス
テ
ン
着
付
け
教
室

日
６
月
・
７
月
の
毎
週
木
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

￥
１
回
５
０
０
円

定
10
人

持
着
物
一
式

他
着
物
は
貸
し
出
し
可
（
５
０
０

円
～
）

会
・
申
・
問
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７

５
７
―
２
３
２
３
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

休
館
の
お
知
ら
せ

　
６
月
は
新
機
器
導
入
の
た
め
休

館
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
の
詳
細
は
6
月
25
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２

４
９
３
）

平
成
₂₇
年
度
農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
の
受
け
手
の
募
集

　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た

農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
～
30

日
㈫

対
農
用
地
な
ど
を
原
則
５
年
以
上

借
り
受
け
て
、
農
業
生
産
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
※
募

集
結
果
は
公
表
さ
れ
ま
す

申
・
問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
２
０
）
ま
た
は

各
支
所
農
林
窓
口

学
校
給
食
地
産
地
消
推
進

事
業
補
助
金

　
学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
の
学
校
給
食
に

使
用
す
る
農
産
物
を
生
産
す
る
農

業
者
に
対
し
、
そ
の
生
産
に
係
る

経
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
品
目
＝
じ
�
が
い
も
・
キ

�
ベ
ツ
・
た
ま
ね
ぎ

●
対
象
経
費
＝
種
苗
代
・
肥
料
代

●
補
助
金
額
＝
２
分
の
１
以
内

〆
６
月
19
日
㈮

申
・
問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
２
０
）

参
加
者
募
集

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ま
つ
り

２
０
１
５

　
手
作
り
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
を

飾
り
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
12
日
㈰
～
19
日
㈰
※
審
査

発
表
は
18
日
㈯

会
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

場
対
個
人
や
家
族
、
団
体
な
ど
※
花

を
商
売
と
し
て
い
る
人
は
除
く

￥
無
料
※
材
料
は
各
自
負
担

内
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ナ
１
個
に
花

木
を
寄
せ
植
え
し
た
作
品
※
80

セ
ン
チ
四
方
（
高
さ
は
自
由
）

に
収
ま
る
大
き
さ

他
水
や
り
は
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。
来
場
者
に
よ
る
投
票
あ
り

〆
７
月
３
日
㈮

申
・
問
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５
２

―
２
８
７
４
）

受
講
生
募
集

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上
コ
ー
ス
）

【
建
設
機
械
整
備
作
業(

実
技)

コ

ー
ス
】

￥
３
９
０
０
円

定
先
着
30
人

内
技
能
検
定
受
検
に
向
け
た
実
技

講
習

〆
６
月
22
日
㈪

【
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
１
】

対
溶
接
に
関
し
て
３
か
月
程
度
以

上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
費
な
ど
別

途
定
10
人
※
申
し
込
み
多
数
の
と
き

は
抽
選

内
溶
接
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
の
受
験

十日町おやこ劇場
みんなで話そう未来の十日町広場

　ベテラン保育士に話を聞き、悩みを相談でき

る子育て座談会です。※子ども同伴可 
日６月11日㈭午前10時30分 
会松代公民館 
対乳幼児の保育者 
￥500円 
問丸山(☎090-2548-0507) 

上杉房能公祭

十日町産業文化発信館いこて
オープニングイベント「花まるシェ」

　詳しくは10ページで紹介しています。
日６月20日㈯午前11時〜午後３時
問㈱フラワーホーム（☎755-5595）

市政施行10周年を盛り上げるイベントが開催されます。

課
題
の
練
習

〆
６
月
18
日
㈭

〈
共
通
〉

日
７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
4
時

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

６
月
の
全
血
献
血

　
６
月
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
６
月
２
日
㈫
・
17
日
㈬
午
後
７

時
～
９
時
※
計
4
時
間

〆
５
月
29
日
㈮

【
日
中
講
習
コ
ー
ス
】

日
６
月
７
日
㈰
午
後
１
時
～
５
時

〆
６
月
１
日
㈪

〈
共
通
〉

会
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

対
満
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
定
先
着
30
人
※
申
し
込
み
が
３
人

　河川環境の良好な維持向上

をはじめ、環境との調和・共

生に資する地域づくりおよび

環境の保全・啓発活動を行う

団体を支援します。

対①河川美化など（河川環境

の維持・向上活動）

　②河川公園などの環境保全

活動など（河川環境との調和・共生活動）

　③河川を活用したイベントなど（河川の親水化活動）

●補助金額＝上限20万円（補助率２分の１）

他団体の運営経費、施設設置・改修などのハード事業、食糧費、

備品購入費などは対象外

問建設課信濃川・清津川対策係（☎757-3198）

市環境共生活動事業補助金
川を楽しむ、川やその周辺をきれいにする団体を支援します

清津川沿いで開催する「川っぺり音楽祭」

　越後守護職の上杉房能公が部下の長尾為景に

追われ自刃した松之山天水越での供養祭です。
日６月28日㈰午後２時〜４時（予定）
会旧松里小学校
￥無料
内綾子舞（国指定重要無形

民俗文化財）・講談師（神

田愛山さん）による公演
問松里地区協議会事務局・佐藤（☎090-2210-

4498）

10周年を記念
した、今回の
みの公演です
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副流煙

主流煙

ニコチン……2.6～3.3倍

一酸化炭素…2.5～4.7倍

各種発がん物質…100倍

参考：日本医師会 すすめよう禁煙 2008
「副流煙に含まれる有害物質 ( 主流煙との比較 )」

◇受動喫煙

　たばこの煙に含まれる有害物質は、喫煙者が

たばこのフィルターをとおして吸いこむ「主流

煙」より、火がついている部分から出る「副流

煙」に多く含まれています。非喫煙者が副流煙

を吸いこむことを「受動喫煙」といいます。特

に、成長期にある子どもたちは、肺や心臓、血

管や各臓器、手足や脳を含めた全身が活発に細

胞分裂を繰り返しているた

め、大人に比べて受動喫煙

による健康被

害は深刻とな

ります。

世界禁煙デー
禁煙週間 ５月31日～６月６日

５月31日

◇子どもの受動喫煙を防ぐ方法

　たとえ親が換気扇の近くや屋外で喫煙してい

ても、親が喫煙しないときに比べ、子どもの体

内に有害物質が約３倍も多く残留することが分

かっています。そのため、「完全禁煙」以外に

受動喫煙から子どもの健康を守る方法はありま

せん。

　～東京オリンピック・パラリンピックへ向け

て～未来を担う子どもたちのために、たばこの

煙がどんな健康被害をもたらすのかを知り、受

動喫煙を防ぎましょう。

◇受動喫煙がもたらす子どもの健康被害

　副流煙に数秒間さらされただけでも、血圧や

心拍数の増加、酸素欠乏など、子どもの体にさ

まざまな影響を引き起こします。

◇市の取組み

　市では、公共施設の禁煙・分煙化を進めてい

ます。「健康的でクリーンな学校環境づくり」

を推進するため、４月１日からは市内小中学校

での敷地内禁煙を完全実施しています。学校は、

地域住民など多くの皆さんが来校・利用する場。

市の未来を担う子どもたちの健康を守るため、

ご理解・ご協力をお願いします。

問健康づくり推進課成人保健係（☎757-9764）

病気・状態 リスク増加度
乳幼児突然死 4.7倍

虫歯 2倍
気管支喘息 1.5倍

中耳炎 1.2~1.6倍
全身麻酔トラブル 1.8倍
知能低下・多動症 IQ 5%低下

参考：日本医師会 
す す め よ う 禁 煙
2008「 親 の 喫 煙
による子どもの健
康への影響」

M
メ ゴ サ ン

EGO³カード アンケート調査結果
問子育て支援課子育て支援係（☎757-3719）

　市では、『地域子育て応援カード（MEGO3

カード）』の利用状況など把握するため、協賛

事業所を対象にアンケート調査を実施しまし

た。その主な結果をお知らせします。 

※MEGO3カードとは

　子どもの多い家庭を対象に、市内の協賛店で

各種割引等のサービスが受けられる、とてもお

得なカードです

●調査時期＝平成27年２月

●実施方法＝平成27年１月現在で協賛店に加

入している事業所に対し、アンケート用紙を

郵送

●協賛店数＝277事業所（公共施設を除く）

●回収数＝141事業所

●回収率＝50.9％

　※詳細は、市ホームページにも掲載します

問１：提供サービス内容について 問２：利用頻度について

問３：協賛店になったことについての感想 問４：協賛して良かった感想

問５：協賛してよくなかった感想 問６：協賛していくための問題・課題

料金割引
66.7%

ポイント付与
8.3%

一部商品の無料
サービス
7.6%

その他
4.9%大盛りやおまけなど

2.1%

無回答
1.4%

わからない
37.2%

どちらかとい
えばよかった
30.3%

よかった
15.2%

どちらかといえ
ばよくなかった
11.0%

よくなかった
6.2%

子育て支援
に貢献でき
ている
52.6%

企業・店舗のＰＲ
につながっている
20.6%

企業・店舗のイ
メージアップに
つながっている
18.6%

子育て世帯の利
用が増加した
4.1%

その他
4.1%

利用なし
62.5%月１回

16.0%

月２～３回
9.7%

週２～３回
5.6%

週１回
5.6%

無回答
0.7%

子育て世
帯の利用
が少ない
51.3%本事業の認

知度が低い
23.1%

カード確認が
煩雑である
12.8%

経費負担
が大きい
7.7%

その他
5.1%

魅力的な
サービス
設定が難
しい
40.0%

広報や市のＨＰ
でのＰＲ強化
34.8%

協賛店としてわか
りやすい看板やス
テッカーの配布
11.6%

協賛店を増や
す努力が必要
7.1%

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、「
料
金
割
引
」が
66
・
７

％
と
最
も
多
く
、「
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
」が
９
・
０
％

と
続
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
利
用
頻
度
は
、「
利
用
な
し
」が
62
・
５
％

と
最
も
多
く
、「
月
１
回
」が
16
・
０
％
と
続
き
ま
す
。

協
賛
店
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
感
想
は
、「
わ

か
ら
な
い
」が
37
・
２
％
と
最
も
多
く
、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
よ
か
っ
た
」が
30
・
３
％
と
続
き
ま
す
。

協
賛
し
て
良
か
っ
た
感
想
は
、「
子
育
て
支
援
に
貢

献
で
き
て
い
る
」が
52
・
６
％
と
最
も
多
く
、「
企
業
・

店
舗
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
が
20
・
６
％
と

続
き
ま
す
。

協
賛
し
て
よ
く
な
か
っ
た
感
想
は
、「
子
育
て
世
帯

の
利
用
が
少
な
い
」が
51
・
３
％
と
最
も
多
く
、「
本

事
業
の
認
知
度
が
低
い
」が
23
・
１
％
と
続
き
ま
す
。

協
賛
し
て
い
く
た
め
の
問
題
や
課
題
は
、「
魅
力
的

な
サ
ー
ビ
ス
設
定
が
難
し
い
」
が
40
・
０
％
と
最
も

多
く
、「
広
報
や
市
の
Ｈ
Ｐ
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化
」が
34
・

８
％
と
続
き
ま
す
。

その他
6.5%

粗品プレゼント
9.0%

以
下
の
と
き
は
中
止

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０
）

十
日
町
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
休
診

　
次
の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
６
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
・
30
日

㈫
・
７
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
・

３
日
㈮

問
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７

｜

５
５
６
６
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
膀
胱
保
有
者
）

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
７
月
５
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時

会
ア
オ
ー
レ
長
岡
（
長
岡
市
）

内
災
害
対
策
・
意
見
交
換
会

〆
６
月
16
日
㈫

申
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県

支
部 

雪
椿
友
の
会
（
☎
０
２

５
８

｜

62

｜

３
２
４
４
）

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県

支
部 

源
川
医
科
器
械
㈱
内（
☎

０
２
５

｜

２
２
９

｜

７
７
７

５
）

児
童
手
当
の
各
種
お
知
ら
せ

【
現
況
届
提
出
の
お
願
い
】

・
４
月
末
現
在
の
受
給
者
に
現
況

届
を
郵
送
し
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
※
５
月
に
認
定

さ
れ
た
受
給
者
は
現
況
届
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

・
現
況
届
は
６
月
１
日
現
在
の
家

庭
状
況
の
届
出
で
す
。
６
月
２

日
以
降
に
家
庭
状
況
が
変
わ
っ

て
い
る
と
き
は
別
に
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
５
月
末
に

送
付
さ
れ
る
書
類
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

●
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

【
定
期
支
給
日
の
お
知
ら
せ
】

　
６
月
10
日
㈬
は
児
童
手
当
の
定

期
支
給
日
で
す
。２
月
～
５
月（
４

か
月
）
分
を
４
月
末
現
在
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
※
児
童
手
当

振
り
込
み
指
定
口
座
で
「
名
義
を

変
更
し
た
」「
現
在
の
口
座
が
使

え
な
く
な
っ
た
」
と
き
は
、
口
座

2020年、スモークフリーの国を目指してテーマ
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か
。
五
感
を
使
っ
た
遊
び
や
自
然

の
知
識
を
親
子
で
体
験
し
ま
す
。

日
６
月
６
日
㈯

会
美
人
林
ま
た
は
キ
ョ
ロ
ロ
の
森

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

￥
無
料

〆
開
催
日
の
前
日
※
1
か
月
前
か

ら
予
約
受
付
開
始

他
８
月
１
日
㈯
・
11
月
７
日
㈯
・

平
成
28
年
２
月
６
日
㈯
も
開
催

申
・
問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

（
☎
５
９
５
―
８
３
１
１
）

幼
児
安
全
法　

短
期
講
習
会

　
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

を
学
び
、
簡
単
な
応
急
手
当
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

日
６
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～
午
前

11
時
30
分

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

対
年
中
～
小
学
2
年
生
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

定
先
着
20
組
40
人
※
要
事
前
申
し

込
み

持
大
判
の
ハ
ン
カ
チ
・
ス
ト
ッ
キ

ン
グ

申
・
問
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支

部
事
業
推
進
課
（
☎
０
２
５
―

２
３
１
―
３
１
２
１
）
ま
た
は

日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務
局

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す

<
共
通>

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
支
給
し
ま
す

　
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
、
臨
時
特
例
的
な
給
付
措
置
と

し
て
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

受
給
者
※
特
例
給
付
で
児
童
１

人
当
た
り
月
額
５
千
円
が
支
給

さ
れ
て
い
る
人
は
除
く

●
支
給
対
象
児
童
＝
支
給
対
象
者

の
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
対
象
と
な
る
児
童

●
支
給
額
＝
対
象
児
童
１
人
３
千

円
●
申
請
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
～
９

月
１
日
㈫
※
申
請
書
は
児
童
手

当
の
現
況
届
と
一
緒
に
発
送
し

ま
す

申
・
問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

「
ブ
ナ
の
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

に
参
加
し
た
い
人
集
ま
れ
！

　
子
ど
も
と
共
に
ブ
ナ
の
森
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
５

0
―
５
０
１
０
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
～
親
子
で
笑
顔
づ
く
り
～

　
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、
脳

を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。
心
も
体

も
元
気
に
な
り
、
き
っ
と
笑
顔
が

増
え
ま
す
よ
。

日
6
月
20
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～

会
川
西
総
合
体
育
館

対
年
少
〜
小
学
3
年
生
の
親
子
、

保
育
・
教
育
関
係
者

講
平
井
博
史
さ
ん
（
中
部
学
院
大

学
教
育
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

准
教
授
）

￥
５
０
０
円
※
親
子
は
１
組
で
５

０
０
円
（
３
人
目
以
降
１
人
３

０
０
円
）

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―

４
３
７
７
）

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
７
月
11
日
㈯

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務

す
る
人

￥
メ
ン
バ
ー
１
万
１
９
５
円
、
ビ

ジ
タ
ー
１
万
２
１
９
５
円
※
参

加
費
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
込
み

内
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

ー
・
ぺ
リ
ア
方
式

他
午
後
７
時
か
ら
ラ
ポ
ー
ト
十
日

町
に
て
表
彰
式

〆
６
月
22
日
㈪

会
・
申
・
問
十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
３
５
１

５
）

５
月
の
納
税
・
納
付

　
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
第
２
期
お
よ
び
介
護
保
険
料
第

２
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
６

月
１
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
固
定
資
産
税
☎
７
５

７
―
３
７
２
８
、
軽
自
動
車
税

７
５
７
―
３
７
１
６
）・
市
民

生
活
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
３

５
）・
福
祉
課
（
☎
７
５
７
―

３
７
５
７
）

６
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
８
日
㈪
〜
12
日
㈮
・

22
日
㈪

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
毎
週
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
毎
週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・

24
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体

育
館
）
＝
９
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫
・
29
日
㈪

情
報
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
映
画
撮
影
と
空
調
設
備
点
検
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
６
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

他
視
聴
覚
ホ
ー
ル
・
集
会
室
も
利

用
不
可
※
各
分
室
は
通
常
ど
お

り
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０

０
）

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業

交
換
商
品
の
追
加

●
場
所
＝
ク
ロ
ス
テ
ン

●
追
加
商
品
＝
廃
油
石
け
ん
・
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
・
再
利
用
封
筒

　水道は、健康で文化的な生活や、さまざまな

社会経済活動を支える大切な生活基盤として重

要な役割を果たしています。普段何気なく使っ

ている水道は、蛇口をひねれば水が出るのが当

たり前になっています。水道週間をきっかけに、

水の大切さをもう一度考えましょう。

【漏水にご注意ください】

　メーターの検針は２か月に１回のため、床下

や地中の漏水は発見が遅れることが多くなって

います。宅地内の給水管の漏水やメーターボッ

クス内の止水栓の故障は、使用者（所有者）の

管理責任となるため、相当の額の水道料金が請

求されます。日頃からメーターに異常がないか

点検をしてください。区　分 区域内人口（人） 割合（％）
上　水　道 31,940 56.3
簡 易 水 道 23,631 41.7
小規模水道 203 0.4
組合営水道 174 0.3

自家用水のみ 764 1.3

合　計 56,712 100.0

問上下水道局（☎757-3138）

　休日・夜間：十日町浄水場（☎752-2959）

料金に関すること：上下水道料金センター（☎

757-3115）

市の水道利用状況（４月１日）

第57回 水道週間　６月１日㈪～７日㈰
「カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口」

※
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
ご
み
袋
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
も
引
き
続
き
交
換
可

●
開
始
日
＝
５
月
25
日
㈪
～

問
環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

企
業
の
新
た
な
取
組
み
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
！
各
種
助
成
事

業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
】

対
市
内
で
新
商
品
な
ど
の
開
発
を

行
う
中
小
企
業
な
ど

●
対
象
事
業
／
補
助
額
（
率
）

①
製
作
部
門
＝
50
万
円
以
上
の
、

試
作
品
の
製
作
／
上
限
１
０
０

万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
）

②
企
画
部
門
＝
20
万
円
以
上
の
、

既
存
商
品
な
ど
の
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
の
企
画
（
デ
ザ
イ

ン
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
方
法
な

ど
）
／
上
限
20
万
円
（
補
助
率

２
分
の
１
）

③
ア
イ
デ
ア
部
門
＝
５
万
円
以
上

の
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

起
業
の
た
め
の
商
品
開
発
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
す
る

取
組
み
／
上
限
10
万
円
（
補
助

率
２
分
の
１
）

④
起
業
準
備
部
門
＝
③
の
取
組
み

で
事
業
採
択
さ
れ
た
人
に
よ
る

起
業
準
備
（
設
備
投
資
）
／
上

限
20
万
円（
補
助
率
２
分
の
１
）

※
事
業
採
択
の
翌
年
度
に
限
る

他
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

台
モ
チ
ー
フ
に
国
宝
・
火
焔
型

土
器
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
応

援
す
る
事
業
展
開
に
は
、
特
別

採
用
枠
あ
り

【
産
官
学
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
推
進
事

業
】

対
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
者
、
中
小
企
業
を
主
と
す

る
任
意
の
グ
ル
ー
プ
、
市
内
の

商
工
会
議
所
・
商
工
会

●
対
象
事
業
＝
市
内
事
業
者
が
大

学
な
ど
と
契
約
し
共
同
で
実
施

す
る
次
の
事
業

・
製
品
ま
た
は
技
術
に
関
す
る
研

究
開
発

・
製
造
ま
た
は
生
産
方
法
に
関
す

る
研
究
開
発

・
そ
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め

た
研
究

●
補
助
額
（
率
）
＝
上
限
１
０
０

万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
）

〈
共
通
〉

他
審
査
会
（
７
月
～
８
月
開
催
）

で
採
択
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

〆
６
月
30
日
㈫

申
・
問
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

入居者募集 インキュベーションオフィス

　新規創業や新分野進出を考えている人向け

のレンタルスペース（インキュベーションオ

フィス）を開設します。入居者はインキュベ

ーションマネージャー（創業支援の専門家）

による経営指導を受けられます。詳細は問い

合わせてください。

●募集開始＝６月１日㈪

●入居期間＝７月１日（予定）〜原則３年以

内

●開設場所＝クロステン

対新規創業・新分野進出を検討している人

￥月額１万円※駐車場・光熱水費込（予定）

内１区画15平方メートル程度

他現地見学可能

申・問産業政策課商工振興係（☎757-3139）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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●野焼きとは

　適法な焼却施設以外で廃棄物（ごみ）

を燃やすことです。直接地面での焼却は

もちろん、ドラム缶・ブロック囲い・穴

を掘っての焼却も野焼きになります。

●なぜいけないの

・発生する煙や悪臭で、周囲の皆さんに

迷惑をかけます。

・焼却物によっては有害物質を排出し、

健康への害や環境汚染になります。

・火災の危険性があります。

※農作業など例外的に認められている場

合でも、周辺の生活環境に十分注意し

ましょう

問環境衛生課環境企画係（☎752-3924）

野焼きは禁止です

新
規
創
業　

個
別
相
談
会

　
新
規
創
業
に
関
す
る
無
料
相
談

会
で
す
。
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

の
専
門
家
が
創
業
に
必
要
な
要
素

や
、
各
種
補
助
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
６
月
10
日
㈬
、
７
月
10
日
㈮
、

８
月
19
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

５
時
※
１
件
１
時
間
程
度

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
新
規
創
業
を
検
討
し
て
い
る
人

内
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談

他
個
別
相
談
会
の
他
、
産
業
政

策
課
で
随
時
創
業
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

農
作
業
事
故
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
時
期
に

な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
事
故

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
農
作

業
は
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
に
よ
る
事
故
�
機
械
操

作
に
伴
う
事
故
防
止
】

・
農
業
機
械
の
操
作
方
法
を
良
く

確
認
し
て
か
ら
作
業
し
ま
し
ょ

う
・
作
業
に
出
る
際
は
、
家
族
に
場

所
と
内
容
を
伝
え
ま
し
ょ
う

・
長
時
間
の
作
業
は
避
け
、
休
憩

を
取
る
な
ど
余
裕
を
も
っ
て
作

業
し
ま
し
ょ
う

【
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
防
止
】

・
機
械
調
整
や
点
検
、
詰
ま
り
除

去
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
ま
し
ょ
う

・
そ
で
口
を
留
め
る
な
ど
服
装
を

整
え
て
、
機
械
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【
機
械
の
転
落
・
転
倒
防
止
】

・
ほ
場
へ
の
出
入
り
や
傾
斜
地
で

は
、
転
落
・
転
倒
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
必
ず
安
全
フ

レ
ー
ム
を
装
着
し
ま
し
ょ
う

・
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
そ
の
場

所
で
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【
熱
中
症
予
防
】

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ

う
・
作
業
時
は
、
帽
子
や
通
気
性
の

良
い
作
業
着
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
２
０
）

特
設
人
権
相
談

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　「
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
」
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が

悩
み
事
を
聞
き
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
＝
十
日
町
地

区

：

久
保
田
均
（
田
川
町
３
）・

竹
内
増
藏
（
川
治
下
町
３
）・

尾
身
静
榮
（
高
島
２
）・
開
發

周
子
（
桑
原
）、
川
西
地
区

：

滋
野
豊
子
（
野
口
）・
小
川
靖

夫
（
高
原
田
）、
中
里
地
区

：

南
雲
市
郎
（
堀
之
内
）・
南
雲

一
般
向
け

〔情報館〕６月のテーマ図書 ※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

家族 『きみまろ「夫婦川柳」傑作選』『家族

シアター』など、結婚や夫婦、家族につい

て考える本を紹介します。

動物がいっぱい『旅猫リポート』『人生はＺ

ＯＯっと楽しい！』など、動物が出てくる本、

動物の写真が魅力的な本を紹介します。

児
童
向
け

お天気いろいろ『あめあめふれふれねず

みくん』『くもりときどきミートボール』

など、梅雨を楽しめる本を紹介します。

たべて元気！ 『おいしいめいさくたから

ばこ』『いっぱいぱくっ』など、食育月

間にちなんで、食べ物の本を紹介します。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
５
月
10
日
号
３
ペ
ー
ジ
最

下
部
の
、「﹃
キ
�
リ
ア
教
育
﹄
が

推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
ど
う
思

う
か
」
へ
の
回

答
の
グ
ラ
フ

で
、
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お

詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

項目 正 誤

非常に良いこ
とだと思う

33.3 33.6

思わない・計 6.5 81.76.5

●とおかまち応援寄附金＝大石悌弘（東京都渋谷区）、㈱小嶋

屋総本店（木島）、藤巻嘉須美（東京都新宿区）、田中清実（さ

いたま市）、市川博徳（東京都世田谷区）、関矢秀夫（神奈川

県小田原市）、花輪修一（愛知県尾張旭市）、小林重則（木島）、

新井美佐子（埼玉県東松山市）、永田隆（東京都稲城市）、瀧

沢真美（東京都文京区）、真下純一（埼玉県川越市）、園部弘

典（浜松市）、浅井恭子（横浜市）、小林勝治（東京都世田谷

区）、江口和久（佐賀市）

●生涯学習課へ=ホープ歯科クリニック（LEDプロジェクター）

●新文化ホール建設資金へ＝きらら会（16万4,378円）、十日

町歌謡クラブ（10万円）

●中央公民館へ＝庭野正樹（田中町本通り・陶芸ろくろ）

●情報館へ＝高橋陽子（天水島）、広井忠男（小千谷市）、渡貫

昭（上野）、大津廣司（山本町３）、川西読み語りの会　ふき

のとう、柳千穂子（高田町３西）、樋口嘉吉（本町５）、南雲

義朗（下町）、田村史子（寿町４）、一般財団法人上村病院（田中）

※敬称略寄付ありがとう（４月分）
カ
ツ
ミ
（
田
中
）、松
代
地
区

：

石
黒
良
泉
（
室
野
）、
松
之
山

地
区

：

樋
口
京
子
（
中
尾
）

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

日
／
会
・
申
6
月
4
日
㈭
／
水
沢

商
工
会
（
☎
７
５
８
―
３
０
３

５
）、
7
月
24
日
㈮
／
松
之
山

商
工
会
（
☎
５
９
６
―
２
１
７

日　　時 会　場

６月２日㈫ 午前10時～正午
川西高齢者コミュニ
ティセンター

６月２日㈫ 午後１時～３時 中条公民館

６月３日㈬ 午前10時～午後３時 松代総合センター

６月５日㈮ 午前10時～正午 中里庁舎

６月５日㈮ 午後１時～３時
松之山自然休養村セ
ンター

※相談は無料で秘密は厳守しますので、気軽に相談してください。

４
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正

午
※
要
予
約

対
商
工
業
者
な
ど

内
1
件
30
分
程
度

問
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
岡
支

所
（
☎
０
２
５
８
―
21
―
０
６

８
８
）

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　
電
波
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守

る
た
め
、不
法
無
線
局
を
な
く
し
、

電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
６
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

問
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
お

よ
び
違
法
な
無
線
設
備
の
情
報

に
関
す
る
こ
と
＝
監
視
調
査
課

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９

７
６
）、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
放
送
の
受
信
障
害
に
関
す
る

こ
と
＝
受
信
障
害
対
策
官
（
☎

０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９

１
）、
そ
の
他
の
情
報
通
信
の

行
政
相
談
に
関
す
る
こ
と
＝
総

合
通
信
相
談
所
（
☎
０
２
６
―

２
３
４
―
９
９
６
１
）

消
費
生
活
相
談

日
月
～
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後

4
時
（
祝
日
・
振
休
・
年
末
年

始
を
除
く
）

対
悪
質
商
法
・
買
い
物
・
契
約
で

困
っ
て
い
る
人

他
面
接
相
談
は
要
予
約

●
相
談
・
申
・
問
市
消
費
生
活
相

談
窓
口
（
☎
７
５
７
―
３
７
４

０
）

教
育
相
談
（
青
少
年
）

日
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
振
休
は

要
予
約

会
・
問
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６
―
５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
・

年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）

　今年６月30日に期限を迎える水利使用許可の

期間更新の申請にあたり、今後も信濃川の河川環

境と水利使用の調和を図るため覚書を締結しまし

た。５年間の試験放流結果や覚書の内容などにつ

いては市報７月10日号でお知らせします。

JR東日本と覚書を締結しました

５月８日㈮：市役所本庁舎



　活動の内容は市報平成27年４月25日号６～７ページを
参考にしてくださいのち ひびっ

ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば
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6
のののの月

すこやかランド

　10日は栄養士のお話し。
日10日 ㈬ 午 前10時 〜11時、

24日㈬午前10時〜正午（保

育ルーム自由開放）
対生後４か月〜１歳未満の乳

児とその保護者
会・問中央公民館（☎757-5011）

なかよしランド

　16日は電車遠足。※要事

前申し込み
日２日㈫・９日㈫・16日㈫・

23日㈫・30日㈫午前10時

〜11時
会市民体育館
対未就園児とその保護者
問中央公民館（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

日４日㈭・11日㈭・18日㈭・

25日㈭午前10時〜11時
対未就園児とその家族
会・問水沢公民館（☎758-3101）

すくすく教室

　10日はイチゴ狩り遠足。

24日はお誕生会。
日10日㈬・17日㈬・24日㈬

午前９時30分〜 11時30分
会千手中央コミュニティセンター
対未就園児とその家族
￥24日は100円
問春日（☎090-4939-7967）

橘にこにこルーム

　５日は作って遊ぼう。19

日は子育てお話会。
日５日㈮・19日㈮午前９時

30分〜11時30分
会川西高齢者コミュニティセ

ンター（仁田）
対未就園児とその家族
問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

「お茶会」
日17日㈰午前10時〜正午
会本城院護国寺
￥無料※予約不要
問服部（☎090-6968-3110）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。
日毎週月・水曜日午前10時

〜午後３時  
会川西福祉センター
￥無料 
他29日㈪10時〜正午は、「子

育て相談プラス（おくちの

健康のお話）」開催
問川西地域振興会（☎768-4951）

まるっとかふぇ

　お茶会＆ランチでほっと一

息つきせんか。
日５日㈮午前10時〜
会千手中央コミュニティセンター
対親子※親だけでも可 
￥500円
問春日（☎090-4939-7967）

十日町おやこ劇場

「わくわくキッズ（親子で英

語＆エクササイズ）」
日４日㈭・18日㈭午前10時

45分〜11時45分
会中央公民館
￥２回無料※３回目から300円
持着替え・飲み物
問丸山（☎090-2548-0507）

おはなしの会「ふきのとう」

日20日㈯午前10時〜10時30分
対乳幼児〜小学３年生くらい
会・問千手中央コミュニティ

センター（☎768-2308）

おはなしひろば

日13日㈯午前10時〜
対幼児〜小学３年生くらい
会・問中里公民館（中里庁舎

内☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

「おはなしのへや」
日20日㈯午前10時30分〜11

時30分
対幼児〜小学校３年生くらい
会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日18日㈭午前10時〜11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

日６日㈯・13日㈯・27日㈯

午前10時30分〜11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

日13日㈯午前10時30分〜11

時、午後１時30分〜２時
対午前：乳幼児、午後：小学

校低学年
会・問松代分室（☎597-2615）

ボーイスカウト

「県連総会」
日７日㈰
会新潟市

「大谷カブ隊研修会」
日20日㈯
会三条別院（三条市）

「ボーイラリー」
日28日㈰
問根津（☎757-5077）

離乳食教室

〔離乳のはじめてコース〕
日６月９日㈫
対３か月～５か月児
〔ステップアップコース〕
日６月24日㈬
対７か月～９か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください
会十日町保健センター（市役所隣）
持母子健康手帳・筆記用具
問健康づくり推進課母子保健係

　☎757-9759

子ども情報のひろば
６月の乳幼児相談

期　日 会場・受付時間

３日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時15分～11時30分

５日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時～11時30分

11日㈭ 松之山 子育て支援センター「にこにこ」
午前９時30分～11時30分

18日㈭ 中里 子育て支援センター「きらりん」
午前９時30分～10時30分

24日㈬ 十日町保健センター（市役所隣）
午前10時～11時30分

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

〔健康相談〕

問子育て支援課子育て支援係　☎757-3719

期　日 受付時間 内容

11日㈭ 午前10時～ 11時30分 身体測定・栄養相談

23日㈫
午前10時～ 11時30分
午後は予約制（要事前
連絡）

育児相談
※家庭相談員による相談

のため、身体測定は行
いません

〔育児相談ほか〕

会十日町 子育て支援センター「くるる」

６月の乳幼児健診
●会　場＝十日町保健センター（市役所隣）
●持ち物＝母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）・着替え・おむつなど

※３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

※２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 24日㈬ 午後１時

　～１時30分
27年２月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 25日㈭ 午前９時

　～９時30分
26年８月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 17日㈬ 午後１時

　～１時30分
25年12月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 17日㈬ 午前９時

　～９時30分
24年12月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 16日㈫ 午後１時

　～１時30分
23年12月
生まれの幼児
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川か

わ

だ田
　
季き

な

り令
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
11
月
22
日
生
ま
れ
︵
写
真
右
︶

寿
町
１

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
４
歳
未
満
の
幼
児
）
募
集
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

　お兄ちゃんの琳
り ん た ろ う

太郎くん、弟の一
い ち か

翔ちゃんと一緒
に遊ぶのが大好き。自分で髪を結ったり着たい服を
リクエストしたり、おしゃれにも興味を持っていま
す。ゴールデンウィークには、家族でバーベキュー
やプールで楽しみました。



◆６月の健康・福祉の相談
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 健康相談（保健師による相談）

１日㈪ 会十日町保健センター（市

役 所 隣 ）　　　　　　　　　　　 

９日㈫ 　川西庁舎　　　　 　　

11日㈭ 　吉田公民館　　　 　　

15日㈪ 　十日町保健センター（市

役所隣）、中里・松代・松之山庁舎

19日㈮ 　水沢公民館　　　 　　

26日㈮ 　中条・下条公民館　　 

●受付時間＝午前９時30分〜 11

時30分
問健康づくり推進課成人保健係

（☎757-9764）または各支所市

民課

 とおかまち健康ダイヤル24
 ☎0120-108-221（市民専用）
 ※24時間・年中無休
 ※通話料・相談料無料

 健康相談（電話による相談）

 こころの健康相談

　不眠・不安・意欲の低下などの

悩みを、本人でも家族でも無料で

相談できます。※要予約
日11日㈭午後２時〜４時
会十日町保健センター（市役所隣）

●医師＝勝見医師（かつみ医院）
申・問健康づくり推進課成人保健

係（☎757-9764）

 臨床心理士こころの相談会

　人間関係や家庭問題などの悩み

を無料で相談できます。※要予約
日４日㈭午後１時〜３時
会十日町保健センター（市役所隣）
申・問健康づくり推進課成人保健

係 （☎757-9764）

 遺族の集いと健康相談
日２日㈫午後２時〜３時30分
会松代病院
申・問十日町地域振興局健康福祉

部地域保健課（☎757-2402） 

 アルコール問題を抱える人の集い
日11日㈭午後２時〜３時30分
会松之山保健センター
申・ 問松 之 山 支 所 市 民 課（ ☎

596-2169）、十日町地域振興

局健康福祉部地域保健課（☎

757-2402） 

 もの忘れ相談会
日30日㈫午後２時〜３時※26日

㈮までに要予約
会十日町保健センター（市役所隣）
申・問福祉課おとしより相談係

（☎757-9758）

 手話奉仕員窓口配置
日10日㈬・24日㈬午前11時〜午

後３時

●場所・問福祉課（☎757-3782）

 行政相談

５日㈮ 午後１時〜３時

　自然休養村センター　　　　　

12日㈮ 午前10時〜正午

　本庁相談室　　　　　　　　　

17日㈬ 午後１時30分〜３時30分

　はあとふる川西　　　　　　　

18日㈭ 午前10時〜正午

　中里庁舎　　　　　　　　　　
問市民生活課市民年金係（☎757-

3116）

 法律相談
日４日㈭・11日㈭・18日㈭・25

日㈭午後１時30分〜４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民年金係（☎

757-3116）※要予約

 定例年金相談
日11日㈭・25日㈭午前10時〜正

午、午後１時〜３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0802）※要予約

 多重債務相談
日10日㈬午後１時30分〜４時30

分※８日㈪までに要予約
会本庁相談室
内借金トラブル

問市消費生活相談窓口（☎757-

3740）

 心配ごと相談
日４日㈭・11日㈭・18日㈭・25

日㈭午後１時30分〜４時
会社会福祉協議会本所
他川西・中里・松代・松之山は随

時受付
問社会福祉協議会（☎750-5010） 

 生活困窮者相談専用ダイヤル

☎755-5131（福祉課援護係内）
日市役所開庁日の午前８時30分

〜午後５時15分

◆６月のそのほかの相談 消費生活相談・ 教育相談（青少年）・女性相談専用電話は19ページをご覧ください

●診察受付時間：午前８時30分〜午後４時30分
※午後の診察開始時間は各医療機関に問い合わせてください

６月の休日救急医 ※NHKデータ放送でも確認できます

　休日救急診療は、国保川西診療所での休日救急診療センター
　と在宅当番医制を併用して行っています。

問健康づくり推進課成人保健係（☎757-9764）

・休日や祝日に急な発熱などで具合が悪くなったときは、休日救

急医にかかりましょう

・保険証を忘れずにお持ちください

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

７日㈰ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

14日㈰ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

21日㈰ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

28日㈰ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034
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